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研究成果の概要（和文）：本研究は、中央ユーラシアの遊牧民史上はじめての文献史料である突厥碑文のテキス
トを世界に発信してゆくための第一歩である。国内のアクセス可能な複数のキョル=テギン碑文拓本を撮影し、
それらを画像処理することで突厥碑文のアーカイブ化を企図した。日本国に所蔵されている、現在のモンゴル国
における文化遺産をオープンソースとするための基礎作業である。具体的には広島大学と立命館大学に所蔵され
ているキョル=テギン碑文の拓本を撮影し、検証可能なデジタル画像を製作した。

研究成果の概要（英文）：This study is the first step toward expanding to the world the text of the 
Kol Tegin inscription, which is the first written history sources of nomadic peoples in Central 
Eurasia. This aims to archive the Kol Tegin inscription by photographing and processing several 
accessible paper rubbings of the Kol Tegin inscription in Japan. This study is the basic work for 
open-sourcing the current cultural heritage of Mongolia in the possession of Japan. Specifically, 
paper rubbings of the Kol Tegin inscription held at Hiroshima University and Ritsumeikan University 
were photographed, and verifiable digital images were produced.

研究分野： 中央ユーラシア史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内における網羅的な調査活動にはならなかったものの、可能な限りの拓本調査と撮影により、キョル=テギン
碑文の拓本画像については十分な画質の資料を複数得ることができた。これによって、碑文の所在地についての
情報、碑文や遺跡についての先行研究のリスト、拓本の版本についての情報などを画像情報にリンクさせること
ができる。今後の原典史料の検討を可能にする研究材料を斯学に提供できるのであり、研究の基盤を構築できた
と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 突厥とは 6 世紀中葉から 8 世紀中葉にかけて現在のモンゴル高原を中心に勢力をほこった古
代トルコ系遊牧民の国家である。彼らは、西暦 552 年、先行する遊牧国家である柔然を打倒す
ると、遊牧君主・カガンを擁立し、モンゴル高原の覇者となった。その後、周辺に遊牧する古
代トルコ系の鉄勒諸族や天山山麓沿いのオアシス都市国家などを支配下に収め、中国の隋唐帝
国に対峙した。 
 この突厥の研究は、おもに東アジアの中華帝国が編纂してきた漢籍史料をもって推進されて
きた。2000 年代に入ると中華人民共和国の経済発展にともない、出土墓誌資料が多く未知の情
報を提供してくれるようになったが、これらの史料はやはり当事者たるトルコ人の手によるも
のではなく、漢文知識人の手によるものであり、彼ら自身の証言を引き出すという点において
課題があった。 
 一方、19 世紀末から古代トルコ語で刻まれた突厥碑文の解読が突厥の歴史を復元する鍵であ
り続けてきたこともまた事実であった。特にモンゴル高原のオルホン河上流域で発見されたキ
ョル=テギンとビルゲ=カガンの両碑文は、漢文の銘文を備えていたこと、テキストの量がまと
まって残存していたこと、それらに加えて両碑文の内容が一部重複していたことにより相互の
比較参照が可能であったことなどから、真っ先に解読に供された。両碑文に加えてトニュクク
碑文も上述のビルゲ=カガン（キョル=テギンは彼の弟）に仕えた突厥の大臣の墓誌銘であり、
あわせて考察されるべき重要なものであった。いずれも 8 世紀前半の突厥の最盛期に成立した
ものであり、テキスト相互の関連性が高く、遊牧民自身の生の証言が読み取れることから、特
にヨーロッパの言語学者によって解読研究が展開されてきた。 
 本研究を開始する背景には、これら突厥碑文の原典史料テキストを刷新することにあった。
従来、突厥碑文を扱う研究は、その古代トルコ語のテキストを部分的に抜粋して利用する傾向
があった。それに際しては、突厥碑文の外国語からの翻訳を使用することが一般であった。つ
まり原典たる突厥文字一文字一文字から読解した上で考察する研究は稀であったのである。そ
の理由は、突厥碑文の原典を参照する過程が困難なことに尽きる。関連する資料集は各国で別
個に刊行されており、信頼のおける鮮明度や精度を備えたものを博捜するには労を要するから
である。例えば、19 世紀末のロシアで刊行された上述３つの碑文の拓本を掲載するラドロフ編
著『アトラス』〔W.W. Radloff, Atlas der Alterthümer der Mongolei. Arbeiten der Orchon-Expedition. 
St-Petersburg. 1. Lieferung 1892; 2. Lieferung 1893; 3. Lieferung 1896; 4. Lieferung 1899〕は、国立情
報学研究所の「ディジタル・シルクロード」上に収録されている（http://dsr.nii.ac.jp/ 参照日
2023-05-31）。ところが『アトラス』掲載の碑文テキストにはラドロフ自身の解釈が施されて
おり、これを歴史史料として利用する際には注意が必要であることは周知の事実である。 
 こうした従来の課題を克服した研究事例が、20 世紀末に実施された大阪大学のモンゴル現存
遺跡調査ならびに史料調査であり、突厥碑文の多くが拓本資料として採集された〔森安孝夫･
Ａ.オチル（編）『モンゴル国現存遺蹟･碑文調査研究報告』中央ユーラシア学研究会、1999 年〕。
特筆すべきは、こうした拓本が電子上に公開されていることであり、現在、大阪大学学術情報
庫 OUKA（https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/ 参照日 2023-05-31）で閲覧するこ
とができる。こうした資料閲覧上の障壁がより多くの碑文資料で実現されることが希求されて
いるのである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は突厥の基本史料とも言える上記オルホン碑文の拓本画像をインターネット上で直ち
に比較検討できる状態に整備することを目的にしている。そして、ただ拓本の画像をストック
するだけではなく、碑文の所在地についての情報、先行研究の紹介、拓本の版本についての情
報を付記し、史料批判に資するデータベースを構築し、原典史料の検討を可能にする研究環境
を提供することを目した。 
 とりわけ研究代表者が着目したのは、キョル=テギン碑文である。この碑文については、東
洋文庫、京都大学、広島大学、九州大学など、国内の学術機関に所蔵された拓本が複数存在す
る。ただし現状ではごく一部の研究者にしか所蔵が知られていない状態である。ヨーロッパ東
洋学、日本の満蒙史研究の系譜を受け継ぐ斯学の資産を継承し、それを有効に活用する方途を
ひらくために、本碑文の活用は必須なのである。 
 日本の東洋史学は漢文史料と現地語史料の精緻な読解から大きな成果をあげてきた。本研究
は、突厥碑文の拓本という原典史料を基軸に据えるための基盤整備事業でもある。今後一層多
くの発見が期待できる漢文墓誌による情報をより鮮明に理解するためにも必要な作業である。
あるいは毎年点数や情報量こそ少ないものの突厥碑文の発見は続いている。こうした新たな古
代トルコ語のテキストの解読を確実なものにするためにも根幹たるオルホン碑文のデータを構
築する作業が必要なのである。 
 



３．研究の方法 
 
 そもそも突厥碑文の多くは故人を顕彰するための記念碑として建立されたものであるため、
まとまった内容の碑文は数メートル長に及ぶものも存在する。例えば、キョル=テギン碑文の
拓本は、テキスト部分だけでも 1.2m x 3m はあり、学術機関に所蔵された装幀済みの拓本を撮
影するのは容易ではない。たとえ拓本 1帳をカメラのレンズにおさめられても、焦点が定まる
範囲が限られているからである。拓本を分析可能な一つの完結した画像にするためには専門技
術が必要となるのである。 
 そこで、研究代表者は、外部の専門業者と相談した上で専門家に撮影と画像処理を依頼する
ことにした。分割撮影された写真を画像処理によって統合すれば、テキストの精査も容易にな
る。また、その画像の複製（レプリカ）を作製し、資料としてのアクセスを容易にすることを
試みた。 
 そして、こうした写真技術を応用できる碑文としてキョル=テギン碑文を選定した。オルホ
ン碑文のビルゲ=カガン碑文とトニュクク碑文についてはそうした画像資料が存在するのであ
り、特に後者については前述のように WEB 公開されているからである。また、撮影する拓本
については、撮影許可を得られた広島大学ならびに立命館大学所蔵のものとした。 
 
４．研究成果 
 
（１）撮影調査について 
・広島大学：キョル=テギン碑文 4 帳（東西南北の 4 面）の拓本を撮影 
・立命館大学：同碑 2帳（東西の 2面）の拓本を撮影（南北の 2面については同館に所蔵なし）。
なお、同館所蔵のカラ=バルガスン碑文の拓本 12 枚を撮影することができた。同碑は突厥につ
ぐ遊牧国家であるウイグル可汗国で建立されたもの。12 枚は必ずしも突厥文字の碑文ではない
が、学術報告する価値があるため、調査をともにした立命館大学の牛根靖裕氏と拓本の同定作
業を実施した。 
 
 
（２）画像処理の結果       【図１：立命館所蔵キョル=テギン碑文拓本・東面】 

 上掲【図１】のように、画像としてはつなぎ目をほとんど確認できないほど、非常に鮮明に
合成することができた。一連の画像をもって碑文テキストの分析作業をするために十分の画質
を得たと判断できる。しかし、拓本の現状は必ずしも真っ平らの平面ではなく、長期間保存さ
れていたためのシワが紙面に少なからず
存在する。そうしたシワの部分の文字につ
いては紙の重なりによって採拓当初の状
況を完全に復元できなかった点は想定外
であった。また、拓本の経年劣化により判
読し難い箇所も存在する。こうした視認性
に難がある部分を検証するためには、複数
の拓本画像を比較する必要がある。そのた
め今回、所蔵機関の異なる複数の拓本を画
像化することが出来たことは有為であっ
たと判断できる。 
 
【図２：立命館大学所蔵カラ=バルガスン



碑文拓本】 
 
（３）今後の展望 
 COVID-19 流行の影響をうけ、国内における十分な調査活動ができなかったが、可能な限りの
拓本調査と撮影により、キョル=テギン碑文の拓本画像については十分な画質の資料を得ること
ができた。こうした画像による具体的なテキストの分析結果については、後続の研究活動にお
いて成果報告を行う予定である。とりわけ、研究計画の時点ではロシアのサンクトペテルブル
ク東洋写本研究所所蔵のビルゲ=カガン碑文の拓本を調査する予定であったが、海外情勢の変化
によって実現はならなかった。 
 ところで画像資料の外部発信については、立命館大学ならびに広島大学といった拓本所蔵機
関との打合せが不十分であり、その方途についても検討する余地がある。あるいは今回の拓本
調査で判明した、拓本そのものの経年劣化を補習することも、画像のアーカイブ化の上で重要
な課題となる。文化財の修復保存についても今後は考慮して撮影作業を継続してゆかねばなら
ないであろう。 
 拓本の精査と画像のアーカイブ化は本研究で完結したわけではない。未公開の拓本や新出の
碑文拓本についても調査対象を広げ、突厥碑文の網羅的なデータベース化をはかることが今後
の課題である。 
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